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魅力への
悪影響

更なる空き家の増加

地域への
悪影響

住環境へ
の悪影響

第 1章 計画策定の基本的事項 

１ 背景と趣旨 
適切な管理がなされない空き家等が、安全や衛生、防犯、防火などあらゆる場面で、周辺の

住民に対し悪影響を及ぼしていることが全国的な大きな社会問題となり、2015 年（平成 27年）

５月に「空家等対策の推進に関する特別措置法（平成 26 年法律第 127 号。以下「空家法」と

いう。）」が全面施行されました。 

空家法では、所有者等自らの責任による適切な管理を前提としつつも、住民に最も身近な行

政主体であり、空き家等の状況を把握することが可能な立場にある市町村を空き家等に関する

対策の実施主体として位置づけており、本市においても、空き家等に関する対策を総合的かつ

計画的に実施するため、2016年（平成 28年）２月に「春日井市空き家等対策計画（2016～2020

年度）」を策定し、「相談体制の構築」、「放置空き家等対策」、「流通促進」などの各種施

策を展開してきました。 

今後、人口減少が進行していく一方、高齢者人口は増加することが見込まれる中、空き家等

の増加とともに、空き家等に関する問題の更なる肥大化が予想されます。 

また、マンションについては、2020年（令和２年）６月に「マンションの管理の適正化の推

進に関する法律（平成 12年法律第 149号。以下「マンション管理適正化法」という。）」が改

正され、ひとたび管理不全化し、特定空家等に該当することとなると、その建物規模から周辺

に及ぼす悪影響も大きいことから、マンションの適正管理が求められます。 

こうしたことから、空き家等対策の推進を図る取組みは、今後も本市の重要施策であり、こ

れまでの空き家等対策の取組みを検証し、総合的かつ計画的に空き家等対策をより一層推進す

るため「第２次春日井市空き家等対策計画（以下「本計画」という。）」を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

住環境への悪影響
倒壊、工作物の材料等の飛散による被害
害虫や害獣の繁殖
不法投棄
悪臭の発生
景観の悪化

地域コミュニティへの悪影響
組織の担い手が不足、活動内容の縮小
共助機能の低下、防犯・防災力の減少
不審者、不審火の発生などの治安悪化

地域の魅力への悪影響
空き家の増加による地域の魅力の低下
資産価値の低下
店舗、病院など生活支援サービスの縮小
新たな居住希望者の減少
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３ 計画期間 
計画期間は、2021 年度（令和３年度）から 2025 年度（令和７年度）の５年間とします。 

なお、マンション管理適正化推進計画は、「マンションの管理の適正化の推進に関する法律

及びマンションの建替え等の円滑化に関する法律の一部を改正する法律（令和２年法律第 62

号）」により改正されるマンション管理適正化法第３条の２第１項の規定の施行日から 2025年

度までとします。 

ただし、計画期間中であっても、社会経済情勢や地域事情等の変化、国の動向、本市の上位

計画等を踏まえ、必要に応じて見直すこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 対象とする空き家等の種類 
 本計画で対象とする空き家等

は、次のとおりとします。 

・空家法第２条に規定する空家等※1

及び特定空家等※2 

・共同住宅などの空き室 

・本市が所有する使用していない

公共施設 

 
 

※１ 空家等：居住その他の使用がなされていないことが常態（概ね１年以上）である建物（店舗等も

含む。）（国、地方公共団体が所有、管理するものを除く。） 

共同住宅等にあっては、建築物すべての使用がなされていないもの（空き室は除く。） 

※２ 特定空家等：上記空家等のうち、そのまま放置すると保安上危険、衛生上有害等の周辺の生活環

境に著しく悪影響を及ぼすもの 

 

５ 対象とする地域 
  本計画で対象とする地域は、市内全域とします。  

住宅 住宅以外
（併用住宅を含む） （店舗・事務所・工場など）

　＊　空家法の対象外

共同住宅などの空き室＊

空家等（空家法第２条第１項）

本市が所有する使用していない公共施設＊

特定空家等（空家法第２条第２項）

第 1 章 計画策定の基本的事項 

年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2036 2037 2038 2039 2040
計画
第6次春日井市
総合計画

策定

第2期春日井市
まち･ひと･しごと

総合戦略
策定

春日井市都市計画
マスタープラン

策定

春日井市立地
適正化計画

策定

第2次春日井市
空き家等対策計画

策定

基本計画 基本構想

目指す将来都市像計画期間

計画期間

計画期間

対象期間

2 

２ 計画の位置づけ 
本計画は、空家法第６条の規定に基づき、本市における空き家等に関する基本的な対策を総

合的かつ計画的に推進するため策定するものであり、空家法第４条に定められている「空家等

対策計画の作成及びこれに基づく空家等に関する対策の実施その他の空家等に関する必要な

措置を適切に講ずるよう努めるものとする」という市町村の責務を果たすものです。 

なお、本計画におけるマンションに関する部分については、マンション管理適正化法第３条

の２第１項に規定する「マンション管理適正化推進計画」を兼ねています。 

また、市政運営の最上位計画である「第六次春日井市総合計画（2018～2037 年度）」及び他

の関連する計画と整合を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最上位計画 第六次春日井市 

総合計画 

春日井市都市計画 

マスタープラン 

上位計画 

春日井市立地 

適正化計画 

 

個別計画 

・高蔵寺リ・ニュータウン計画 

・春日井市市営住宅総合再生計画 など 

連携・整合 

基本理念  「心地よく住む にぎわいを生む 元気が集う 春日井」 
目  標  「１ 暮らしやすく居心地のよい住環境づくり」 
      「２ 誰もが便利で利用しやすい交通環境づくり」 
      「３ 元気で安定的な産業基盤づくり」 
      「４ 思わず立ち寄りたくなるまちなかづくり」 
      「５ 災害に強いまちづくり」 

方   針   「ライフタウンとして、暮らしやすい 春日井市を目指す」 
方 向 性   「都市の機能が集約したまちづくり」 
        「春日井市の特性を踏まえた集約型の都市構造の構築」 

第２期春日井市 

まち・ひと・しごと 

創生総合戦略 

基本目標  「１ 春日井市で働きたい！ 
～産業振興による地域活力の創造～」 

      「２ 春日井市で生みたい！育てたい！ 
～安全安心な子育て環境の創造～」 

      「３ 春日井市に住みたい！住み続けたい！ 
       ～魅力ある生活環境の創造～」 

春日井市空き家等対策計画 

・春日井市公共施設等マネジメント計画 

 

基本目標  「１ 安全・安心なまち」 
      「２ 子どもの笑顔があふれるまち」 
      「３ 思いやりと生きがいが育つまち」 
      「４ 活力とやすらぎのあるまち」 

第 1 章 計画策定の基本的事項 
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